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Ⅰ．まえがき：近年，有明海奥部では貧酸素水塊の発生が頻発し，二枚貝類を中心とする

底生生物への悪影響が懸念されている．しかし，貧酸素水塊発生時の密度構造や表層から

底層への DO の輸送機構などについては，必ずしも十分究明されているとは言えない．本報

では，一昨年新たに設置した佐賀大学の有明海観測タワーにより収集されたデータに基づ

き，貧酸素水塊発生時の沿岸海洋構造について検討，考察した． 

Ⅱ．観測タワーの概要：Fig.1Fig.1Fig.1Fig.1 に示されるように，

観測タワーは，奥部の早津江川河口域に設置され

ている．ここでは，水質(DO, 濁度，水温，塩分，

pH, Chl-a），流速，波高，水位及び気象(風速，風

向，日射量，気温，湿度，気圧)を 1 時間ごとに測

定し，これらのデータは携帯電話通信システムを

介して大学の PC に送信，記録されている．特に水

質及び流速は，それぞれ計測，センサー洗浄，空

中待機を自動的に繰返して行う自動ロボットシス

テム及び ADCP により海底から 50cm 間隔で計測さ

れている． 

Ⅲ．結果及び検討：Fig.2Fig.2Fig.2Fig.2 は，計測された潮位，

表･底層の海水密度(σt)，表･底層の DO の時系列

を示したものである．図示されるように，7 月下

旬から 8 月上旬の小潮時を中心に約 2 週間にわた

り大規模な貧酸素水塊(DO≦30％)が発生している．

また，この時の表･底層のσt 差は，10～15 と大き

な値となっている．これは，梅雨末期の豪雨によ

り増水した筑後川等の河川水が奥部表層に広がっ

たためと推察される．Fig.3Fig.3Fig.3Fig.3 は，有明海環境情報･

研究ネットワークより入手した観測データに基づ

いて描いた貧酸素発生時(平成 18年 8月 5日)にお

ける底層の DO の分布を示したものである．また，

Fig.4Fig.4Fig.4Fig.4 は，観測タワーで計測された貧酸素発生時

における DO，σt 及び Chl-a の鉛直プロフィルを 
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Fig.1Fig.1Fig.1Fig.1 観測タワーの位置と全容  

Location of observation tower and its view 

Fig.2Fig.2Fig.2Fig.2 潮位，表･底層のσ t 及び DO の時系列 

Time series of tidal level, σt and DO 
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示したものである．図示されるように，8 月 5 日

では貧酸素水塊は奥部で広域的に発生している．

また，塩分濃度はその発生域に対応するように分

布し，全般的に低い．さらに，σt の鉛直プロフィ

ルには明白な密度躍層が見られ，躍層の上層では

DO の過飽和が，その下層では無酸素に近い状態が

共存している．これらの結果より，夏季の小潮時

に筑後川から多量の河川水が流入し，密度躍層が

形成され，さらには表層で赤潮が発生した場合に，

底層で広域的に貧酸素水塊が発生する可能性が高

いと推察される． 

Fig.5Fig.5Fig.5Fig.5 は，(1)～(3)1)より算出された表･底層間

のリチャードソン数（Ri），密度成層強度(P），表･

底層間の鉛直拡散係数(Kz)の時系列を示したもの

である． 
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ここに，ρ：海水密度，u：水平流速，H：水深，

ρ ：ρの水深に対する平均値，K0：Ri=0 の時の

Kz(=0)，a=3.33, b=3/2

である．図示されるよ

うに，密度成層の安定

性を示す Ri とその度

合いを示す P は，貧酸

素水塊の発生時におい

て高い値を示している

が，Kz は低い値となっ

ている．一方， Fig.6Fig.6Fig.6Fig.6

は，それぞれ底層の DO

と P,P と表･底層間の塩分濃度差(ΔS)及び Kz と P の関係を示したものである．図示される

ように，これらの間には高い相関性が見られる．これらの結果より，底層の DO は P すなわ

ち密度成層の強さにより大きく左右されること，また多量の河川水の流入等によりΔS が

拡大した場合，P は増大し，安定した密度躍層が形成されること，さらには密度躍層の形

成に伴って Kz は大きく低下し，表層から底層への酸素補給量が抑制されることなどが推察

される． 

Ⅳ．まとめ：今回の検討により，奥部における貧酸素水塊発生時の海洋構造等の概要が把

握された．今後さらに集積されたデータを基に，より詳細に検討する予定である． 

参考文献 : 1) 柳 哲雄(1989), 沿岸海洋学，恒星社厚生閣，p.108～109   
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Fig.Fig.Fig.Fig.3333 底層の DO 分布 
Distribution of DO in 
bottom layer 

Fig.4Fig.4Fig.4Fig.4 DO,σ t 等の 
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Vertical profiles of 
DO and σt etc. 

Fig.5Fig.5Fig.5Fig.5 Ri, P 及び Kz の時系列 

Time series of Ri,P and Kz 

Fig.6Fig.6Fig.6Fig.6 底層の DO と P,P と表･底層間の塩分濃度差及び Kz と P の関係 
Relations between DO in bottom layer and P, P and ∆S, and Kz and P 
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